
８月２０日の大雨における厳木ダム洪水操作の効果について

◆８月１９日~２０日の大雨により、厳木ダムでは洪水調節を実施しました。

◆厳木ダムの洪水操作（ダム下流河川の増水を緩和させる操作）

８月２０日４時００分より厳木ダムへ流れてくる水量の一部を厳木ダムへ貯
めて、ダム下流の河川へ流す水量を最大で６割低減させる操作を実施しまし
た。

◆厳木ダムの洪水調節効果

洪水調節により、ダム下流の中島橋水位観測所の最高水位を約０．５メート
ル低減させ、氾濫危険水位以下の水位に抑えました。

平成２６年８月２０日２０時発表

問い合わせ先：国土交通省武雄河川事務所 事務副所長 電話０９５４－２３－５１５１

中島橋水位観測所

本山地区

厳木ダム

【厳木ダムの効果】

水防団待機水位1.60m

氾濫注意水位1.90m

避難判断水位2.10m

氾濫危険水位2.40m

計画高水位3.22m
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〔中島橋水位観測所（唐津市厳木町） 合流点から11.3km〕

観測水位

ダムの洪水調節が無かったとした場合の中島橋推定水位ダムによる洪水調節が無かったとした場合、氾濫危
険水位を約２時間超過していたと想定されます。

水位低減量
約０．５ｍ
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唐津市本山地区の状況【8月20日10時00分時点】
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水道用水などに利用するために常時貯めて
いる水量

今回の大雨で貯めた水量 ○○立方㍍ 洪水操作後水位 ○ｍ

【①厳木ダムの洪水操作概要図】

下流の河川へ流す水量

４７立方㍍／秒

ダムへ流れてくる水量
１１６立方㍍／秒

ダムへ流れてくる
水量の６割低減さ
せて流しました。

（約１．９ｍ）

洪水操作前の貯水位 １８７．６４ｍ

＜流入量＞

＜放流量＞

洪水操作後の貯水位 １８９．５５ｍ

今回の大雨で貯めた水量 約４４万立方㍍
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流入量

放流量

貯水位

約44万立方㍍（25mﾌﾟｰﾙの
約710個）の水量をダムに貯留

最大流入量116.40m3/秒（8/20 4:30）

ダムでの最大調節量69立方㍍/秒
川の増水を緩和した量（※116.40-47.18=69.22）

最大流入時ダム放流量47.18m3/秒

　■降雨量（ダム上流域平均） ※速報値のため各数値は変わる場合があります
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） 降り始めからの総雨量：

292㎜（ダム上流域の平均）

最大１時間雨量 48㎜

　■厳木ダムの諸量
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【②厳木ダムの洪水操作状況】

８月２０日９時の状況（３５立方㍍／秒）

ダムからの放流量（７８立方㍍）

平水時の状況（０．５立方㍍／秒）

ダム上流からの流れ込み状況

ダムからの放流状況

唐津市厳木町の中島橋水位観測所の状況（８月２０日９時４０分の状況）

厳木ダムの洪水操作により、河川の水量
を調節したことによって、厳木川の中島
橋水位観測所地点で約０．５ｍ河川の水
位を低減させたと推測しています。

ダムで河川の水量を調節しなかった場
合の推定水位 2.80ｍ

今回の大雨での観測最高水位 2.28ｍ

拡大

全景


